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神奈川県で見られるクサリゴケ図説 1

磯 野 寿 美 子 *

Lejeuneaceae species in Kanagawa, Japan 1. ISONO Sumiko* (*Hiraoka Environmental Science
Laboratory, 5-15-6 Harajuku, Shiroyama, Sagamihara, Kanagawa, 220-0102 Japan)

A total of 33 species Lejeuneaceae were found in Kanagawa. Detailed drawings of 6 species among
them are presented. They are Cheilolejeunea obtusifolia, Cololejeunea longifolia, Cololejeunea macounii,
Lejeunea japonica, Lejeunea kodamae, and Lejeunea planiloba.
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1 はじめに

日本のクサリゴケ科（コケ植物，苔類）の種は 25
属 131種あり 1) ，そのうち神奈川県では 10属 33種

が記録されている 2)．クサリゴケ科はほとんどの種

が微小なので，野外で識別するのはなかなか難しい．

しかし事前に詳細な図や写真を見ていれば，野外で

もルーペを使って比較的見つけやすく，また認識し

やすいであろう．そのための一助にと県内で見られ

るクサリゴケの仲間のスケッチを試みた．可能なか

ぎり生品から図を描きたいため，発表順は必ずしも

分類群を反映したものではない．これらの図をきっ

かけに小さい苔類に興味を抱く人がでてくだされば

望外の喜びである．

それぞれの図には県内における生育地と生育環境，

識別する際に役立つと思われる特徴などを記した．

今回発表した 6 種のうちコダマクサリゴケとシゲリ

ゴケモドキはすでに本報告書 3,4)に掲載した図を使用

した．なお本文中に引用しなかったが参考にした文

献も併せて記した 8,9)．

*〒 220-0102 神奈川県相模原市城山町原宿 5-15-6
財団法人平岡環境科学研究所

2 生育地と種の特徴

Cheilolejeunea obtusifolia (S. Hatt.) S. Hatt. チャ

ボクサリゴケ（図 1）
生育地：丹沢，西丹沢，谷太郎川，大山，箱根，横

浜．

県内では主に山地の岩上に生育する．

特 徴：油体は大きく，各細胞に 2-3 個．葉は斜め

に開出する．腹葉の幅は茎の 2-3 倍で，縦

が横幅より長い．先端は V 字形に狭く 2 裂

する．クサリゴケの仲間には腹片の上縁に

ふたつの歯牙がある．キールに近い方を第 1
歯牙，遠い方を第 2 歯牙と呼ぶが，どちら

か一方が退化してほとんど目立たないこと

が多い．透明細胞は第 1歯牙の基部にあり，

この歯牙の先端が腹片の先端になる５ )．こ

れらの歯牙の形や位置は同定の際に重要な

手がかりになる．本種は第 2 歯牙が大きく

発達し先端が尖る．透明細胞は第 1 歯牙の

基部にあるが，歯牙が目立たないため，第 2
歯牙のキール側の基部についているように

見える．（図 1J）．嘴状の花被の先端部（図

1M）は 5つの細胞で形成され，中央が開い
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ている(図 1N)．生の植物体は黒ずんだ緑

色で，岩上に小さくぎっしりとつまった

群落を形成する．野外での識別は難しい

が，油体の形や歯牙に特徴があり，顕微

鏡を使用すればスケッチからでも容易に

種名がつけられる．同じ様な環境に生育

するイトコミミゴケは本種に似るが，植

物体が細く紐状に伸び，黄緑色のきれい

な群落を形成する．また油体は 2-6 個と

多く，腹片の歯牙は先端が尖らない．

Cololejeunea longifolia (Mitt.) Benedix ヒメクサリ

ゴケ （図 2）
生育地：生藤山，丹沢，西丹沢，谷太郎川，大山，

日向川，東丹沢，箱根，大雄山，須雲川，

幕山，横浜，鎌倉，森戸川．

県内では低地から山地まで広く生育し，樹

幹，腐木，湿岩に多く見られるが，石塔な

どにも生育する．

特 徴：雌雄同株であるが，状態の良い植物体が得

られず，それぞれ別の植物体から描いた．

油体は各細胞に 6-10 個，円形から紡錘形．

葉の細胞壁は薄く中間肥厚する．腹片中央

にある歯牙は 1-2 細胞で，内側の基部に透

明細胞がある(図 2I)．若い枝の腹片基部に

は 1 細胞の小さなスチルスがつく．雄苞葉

は普通の葉に似る．生の植物体は薄い黄緑

色で，小さい群落を形成する．他のクサリ

ゴケの仲間には見られない長く伸びた特徴

のある葉は，ルーペで確認できる．

Cololejeunea macounii (Spruce in Underw.) A.
Evans イボヒメクサリゴケ（図 3）
生育地：丹沢，西丹沢，大山，箱根．

県内では山地の樹幹に生育する．これまで

に確認された生育地は 4ヶ所と少ない．

特 徴：油体は各細胞に 4-10個，円形から紡錘形．

葉の背面の細胞にはひとつの大きなパピラ

がある．第 1 歯牙は 2 細胞で金槌状，内側

に透明細胞がある(図 3E)． 第 2 歯牙は三

角形でやや尖り 1-3 細胞．スチルスの数は

これまで 1 細胞５)あるいは数細胞６)と報告さ

れていたが，5 細胞や中央部が 2 細胞の幅

になるものも確認できた．4 月に採集した

植物体には，先端部の若い葉の間に造卵器

がついていた(図 3K)．若い花被は造卵器の

腹部を包む大きさで，造卵器の頸部はこれ

より長く超出する(図 3L)．この時期造卵器

の口はまだ開いていない．これはクサリゴ

ケ科で一般に見られる型のようである
７)

．

雄花は短枝についていたが，雄苞葉がはっ

きりと分化しないので，中に造精器が入っ

ていないと葉との区別がつきにくい．葉の

腹片のキール上部は直線的に折りたたまれ

るが，下部は膨らむ．この中に造精器大の

オレンジ色の虫の卵が数個産み付けられて

いることがある．生の植物体は黄緑色の微

小な群落を形成する．金槌状の歯牙と顕著

なパピラを持つクサリゴケは他にはないの

で分かりやすい．

Lejeunea japonica Mitt. ヤマトコミミゴケ（図 4）
生育地：生藤山，丹沢，西丹沢，谷太郎川，大山，

日向川，東丹沢，箱根，大雄山，須雲川，

幕山，川崎，鎌倉，横浜，森戸川，平塚．

低地から山地まで県内で広く分布する種の

ひとつである．特に静岡県に近い幕山と箱

根では，県の北部に比べ大きな群落を形成

する傾向があった．生育基物も樹幹から腐

木，岩上，コンクリート，石垣等さまざま

である．

特 徴：油体は小型で数が多い．腹葉は茎の 2-3倍，

縦より横幅が広く，先端は V 字形に 2 裂す

る．葉は下方へ張り出すが(図 4D)，なかに

はほとんど張り出さない葉(図 4C)も混在す

るなど変異がみられる．腹片先端の歯牙は 1
細胞で鈍頭，茎側（キールと反対側）に透

明細胞がある(図 4I)．腹片はこのように大

きく膨らむことが多いが，数細胞からなる

場合もあり（図 4J），葉と同様に変異がみ

られる．植物体は灰緑色で，ルーペで見る

ときらきらした光沢がある．観察会では必

ず目にとまる一般的なコケ植物ではあるが，

葉や腹片に変異が多く，慣れないと識別が

難しい．他のクサリゴケの仲間に比べて腹

葉が横に広く，特に基部が張り出すのが本

種の特徴である．

Lejeunea kodamae Ikegami et Inoue コダマクサ

リゴケ (図 5)
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生育地：生藤山，丹沢，西丹沢，谷太郎川，大山，

箱根，須雲川，幕山．

県内では低地から山地の落葉樹の樹幹や枝

に生育する．特に川岸などで胞子体を沢山

つけた群落がみられる．

特 徴：油体は各細胞に 10-15個，円形から楕円形．

腹葉は縦が横幅より長く，先端が V 字形に

広く 2 裂する．腹片には顕著な歯牙がふた

つある．第 1歯牙は 2-3細胞で，基部は 1-2
細胞からなる．透明細胞は歯牙の茎側の基

部にある．第 2 歯牙は鈍頭（図 5I）．この

ふたつの歯牙はルーペでもはっきりと確認

できる．生の植物体の色は黄緑色である．

スケッチの花被の嘴はやや長く見える．嘴

は 4 細胞の長さがあり，ヤマトコミミゴケ

と比べると 1 細胞分長い．このわずかな差

は肉眼では認識できないが，長めの嘴は本

種の微妙な特徴といえるのかもしれない．

．

Lejeunea planiloba A. Evans シゲリゴケモドキ

(図６)

生育地：大山．

県内では大山で樹幹と岩上で確認されたの

みである．

特 徴：油体は各細胞に 5-10 個，紡錘型．腹葉は

縦と横幅がほぼ同長で大きく，先端が V 字

形に広く 2 裂する．細胞表面に弱いベルカ

がある．腹片の先端に歯牙があり，茎側に

透明細胞がある(図 6G)．生の植物体の色は暗い緑色

で，特に目立った群落を形成しないために野外で見

つけるのは難しい．
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図５Ｌｅ/euneahdamaelkegamietInoueコダマクサリゴケ．Ａ,Ｂ,Ｆ:植物体の一部（腹面).Ｏ胞子．

糸．Ｅ:雌苞葉と腹苞葉をつけた花被．Ｇ:腹葉．Ｈ葉（腹面１１:腹片の先端（歯牙と透明細胞）

の細胞と油体．（Isono3134神奈川県藤野町生藤山Ｊｕｎｅ２００４より作図)．
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神奈川県で見られるクサリゴケ図説１ 1９
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田Ｉ
Ｌ班uneaplamﾉb6aAEvansシゲリゴケモドキ．Ａ:胞子嚢．Ｂ：弾糸．Ｃ:胞子Ｄ:葉の細胞と油体Ｅ：

葉の細胞表面のベルカ．Ｆ:植物体の一部（腹面)．Ｇ:腹片の先端（歯牙と透明細胞）．Ｈ葉（背面)．Ｉ：

葉（腹面)．Ｊ:葉の先端部．Ｋ－Ｍ:腹葉．Ｎ:茎の横断面．（Isono2609神奈川県伊勢原市大山Sept2005

より作図)．
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